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現在,小学校における古典文学や古文の扱いは,高学年における音読中心の慣れ親しむ活動が主である。 し
かし,子どもの言語に対する感覚やイメージする力などから,現代の物語文と同様の読解学習ができると考
え,学習プログラムを作成して実践した。 本報告では,その学習プログラムの効果について,授業記録とプ
ログラム終了後のアンケートをもとに,検討するものである。
古典教材,イメージ豊かに読む,脳科学,言語感覚
lはじめに
現在,小学校における古典の学習は,第5学年と第
6学年で行われている。それは,現行の小学校学習指
導要領に基づくものである。そこには,第5学年及び
第6学年の内容の言語事項「エ文語調の文章に関す
る事項」として,「(ア)易しい文語調の文章を音読
し,文語の調子に親しむこと。」と記されている。こ
れは,文語文のもっているリズム感など,文語の調子
に親しむことをねらいとしている。さらに,小学校指
導要領解説では,今回の改定で「音読」することを付
け加えたことについて説明している。それは,「文語
調の文章は,我が国の言語のもつ言葉のリズムや,長
い年月を経て培われた美しい語調をもっている。声に
出して読むことにより,そのよさを感覚的に味わえる」
という考えからである。一方,古典の読解指導につい
ては,「文語調の文章の意味する内容について深く読
解したり,文法的な内容を取り扱ったりするものでは
ない」とし,否定的である。
これらを受けて,現行の教科書では,第5学年と第
6学年に古典の教材を配置している。それらは,韻文
である短歌や俳句,読めば意味内容が容易に理解でき
る易しい文章である。例えば,A社では,第5学年で
三木露風と北原白秋の韻文詩を,第6学年で矩歌や俳
句で古典を配置している。また,B社でも,第6学年
で枕草子や平家物語,論語を扱っている。そして,両
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社とも,現代語の訳文を並記し,意味内容を理解しや
すくしている。
以上のような小学校学習指導要領を踏まえた実践報
告は,ほとんどない。「音読」を重視した実践として,
青山(2伽3)があるだけである。青山の実践では,第5
学年を対象に,教科書教材の文語詩から入り,「竹取
物語」の第一部と「平家物語」の「扇の的」・を学習し
ていく。さらに,「宇治川先陣」「-の谷の合戦」「敦
盛の最後」などを子どもたちに選択させて学習してい
る。以上の古典教材の学習内容は,音読を中核に据え,
子どもがテキストを持たずに音読発表する「語り」を
つくっていくものである。そして,小学校の音読学習
材としての古典の意義を次のようにまとめている。
まず,古典という概念のとらわれない小学生段
階で古典に触れることが,純粋に声に出して古典
を楽しむ素地となる。また,現代文よりも声に出
す楽しさを味わいやすい。さらに,何度も音読す
ることで自然と日本語のリズムや語感を体得して
いく。
このような,古典を音読教材として学ぶ価値につい
ては,斉藤(2恥1)ち,「みなが共通の古典テキストを
暗諭していることによって,ふだんのコミュニケーシ
ョンにも奥行きが出てくる。」や「優れた_日本語を身
体に技化した人においては,日本語を評価する基準は
高くなる」と日常の言語生活を豊かにするものとして
述べている。さらに,古典を暗諦するのに,幼い時期,
例えも別、学校就学前の子どもたちでも可能であると言
うO実践的な例として,大阪の幼稚園をあげ,年少組
で漢詩を,年長組で般若心経を朗読・暗諭しているこ
とを説明している。
斉藤は,幼い時期に本当に質の高いものに触れるこ
との重要性を説いているが,このことは,脳科学から
も明らかである。ジョン・J・レイティO血J.Ratey,M.D.
2的1)は,脳の適応力,すなわち可塑性には限界があり,
それを臨界期と呼び,言語発達の臨界期について7歳
ほどで粟軟さをなくし,言語回路を新たにつくること
が困難であることを述べている。
また,酒井(次サ2)も臨界期のことについて述べなが
ら,可塑性が全くなくなるわけではないので,「感受
性期」と呼ぶ方が適切であると言う。 そして,言語獲
得の感受性期について,言語獲得の様々な研究を総合
し,6歳ぐらいまでに言語獲得の爆発的なピークがあ
り,思春期以降は急速に衰えてしまうとまとめている。
以上のように見てくると,小学校におけるこれまで
の古典学習は,高学年において,易しい文語教材を,
音読や暗諭という方法で学習するとまとめることがで
きるOこれは,言語事項を確かに身につけた段階で,
古語に抵抗なく学習し,親しむことができることを意
図したものと言える。
しかし,古典学習が子どもたちにとって,新たな言
語獲得であると考えると,言語獲得の感受性期である
幼児期か,小学校低学年において学習する方が理にか
なっていると言える。 とは言え,第1学年は4、学校入
学したばかりであり,現代語の言語事項の定着を待つ
必要がある。その時期を経た,第3学年と第4学年と
いう中学年が学習時期としてふさわしいと考えられる。
また,古語は外国語と異なり,現代語とどこかでつ
ながっている。言語獲得の感受性期のピークを過ぎた
ばかりの子どもたちであれば,言葉について自分なり
のこだわりや思いを持つことも可能であると考える。
そして,それらをもとに授業を展開することで,古典
を現代文と同じように学習できると考えた。
11日的
本研究では,古典教材を第3学年で扱い,イメージ
豊かに読み深める学習を行い,その過程を分析し,学
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習効果について検討することが目的である。さらに,
学習の結果として,古典に対する興味や関心を高める
ことができたかどうかについても検討する。
古典教材は原文のまま扱う。現代語訳は基本的に用
意せず,原文をそのまま現代文と同様に読解させるの
である。子どもたちは,知らない古語については類推
を,イメージ化には比較や関連づけを,行いながら読
み進めていく。さらに,現代文で学習した反復や対比
などにこだわらせ,よりイメージ豊かに読み取ること
ができるようにする。
‖方法
1.学習者
兵庫教育大学附属小学校3年1線26名(男子13名,
女子13名)
2.学習時期
2㈱5年11月17日からB日
3.教材
「平家物語」の「那須与-」(角川書店編の「ビギナ
ーズ・クラシックス平家物語」である。 ただし,分
量を適切にするため,一部現代文を用いた。
4.単元の学習目標
○昔の言葉に関心をもち,お話の面白さや良さを明ら
かにして,古典や古語に親しむo
O昔の言葉をそのまま感じ,表現を比較したり関連づ
けたりしながら場面の様子や人物の心情をイメージ
豊かに読む。
5.学習の内容
本実践の学習過程は表1の通りである。
第一次は,音読練習を行って,古語の仮名遣いに慣
れさせた。その後,意味の分からない古語を,. お話の
筋から想像したり,現代語から推理したりして,理解
できるようにした。このとき,想像も推理もできない
言葉については,授業者が説明することで理解できる
ようにした。
第二次は,全文を通して,子どもたちが「面白いな
あ」「いいなあ」と思った言葉や表現を見つけ出し,ど
表1本実践の学習過程
第一次読めるかどうかにちょうせんしよう
(4時間)
・音読練習を通して,古語のかなづかいに慣れさ
せすらすら音読できるようにする。
・作品を以下の3つの場面に分け,それぞれの場
面の言葉の意味を推理させ,理解できるように
する。
①「今日はEl暮れぬ陸へ向かってぞ招きける」
(参「矢頃少し達かりければ一
時ならずといふ事なし」
③「与-,目を塞いで-どよめきけり」
第二次良さやおもしろさを見つけよう(2時間)
・自分なりに「いいなあ」「おもしろいなあ」と思
うところを見つけ出し,そのわけも書かせる。
第三次良さやおもしろさをはっきりさせよう(2時間)
・作品を以下の2つの場面に分け,言葉にこだわ
らせながら,それぞれの場面の様子や人物の心
情を読み取ることができるようにする。
①「今日は日暮れぬ-晴ならずといふ事なし」
②「与一,目を塞いで-どよめきけり」
うしてそう思ったかという理由を作文させていった。
上段に言葉,下段に理由を書くことのできるワークシ
ートを用意した。 そこに子どもたちは,自分なりにこ
だわった言葉と,こだわった理由を書き進めていった。
第三次は,ワークシートに書いたことを,全員で交
流し,お話の良さや面白さを明らかにしていった。 こ
の過程は,現代語の物語を読み深める学習と同じであ
る。つまり,子どもたちは,叙述に即して場面の様子
や人物の心情をイメージ化し,読み深めていったので
あるOそして,1時間目は最初から与-が源平相見守
る中で海に入っていく場面までを,2時間目は「南無
八幡大菩薩-」から最後までの場面を,学習で扱った。
6.評価の方法
学習の評価としては,授業の逐語記録と単元終了後
のアンケートをそれぞれ分析して行った。
まず,イメージ豊かに読み深めたかどうかは,授業
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の逐語記録を分析し,場面の状況や人物の心情につい
ての発言内容から評価した。対象とした授業は,表1
の第三次の2時間である。この2時間の学習が,子と
もたちが自分の読みを相互に交流し,場面の様子や人
物の心情を読み深めるものであるからだ。つまり,子
どものイメージ化が,相互作用によってより促進され
ると考えられるのである。
次に,古典に対する興味が高まったかどうかは,単
元終了後のアンケートを分析した。そのアンケートは,
学習に対する愛好度と理解度,意欲と難易度について
行った。そして,それぞれについて,そのわけを記述
させた。さらに,自由に思ったことも書かせた。その
うちの愛好度と意欲を取り上げる。愛好度は,「楽しか
った-まあまあ楽しかった-あまり楽しくなかった一楽
しくなかった」の4段階で行った。また,意欲は,「ま
たやってみたい-どちらでもなし-またやりたくない」
の3段階で行った。このアンケートの量的分析と,記
述内容の質的分析から,古典の学習に対する興味の高
まりを評価した。
lV結果と考察
1.イメージ豊かに読み深める
評価の方法で示したように,第三次の2時間の授業
を対象に,その逐語記録から考察を行う。 以下の(1)
第1時,(2)第2時の2つに分けて評価する。
(1)第1時
まず,小船が1膿現れて扇の的を持ちだした場面の
イメージ化について考察するO表2は,その時の逐語
記録である。
C15の発言から,船の中から出てきた女房や,手に
した扇のイメージ化が始まるC15やC26は,漠然と
しかイメージしていない。 しかし,C22の『私は「み
な紅の扇」も赤だし、服も赤だって所がおもしろい』
という発言から,色のイメージが具体化していく。 こ
れは,女房の袴の赤と扇の赤の重複に気づき,同じ色
の反復の面白さに気づいていると言える。
そして,C26の『何で赤なんだろう』という疑問か
ら,海の青との対比のイメージへと展開していく。 こ
れは,赤色がただ目立つというイメージから,背景の
海の青と対比しているからより目立つというイメージ
へ深まっていると言える。 それは,C2の『青とかに
表4第2時の授業記録(1)
C16はい,私は,夕日の輝く-で,夕日が奇麗に光っ
ているイメ-ジが浮かぶからいいと思いまmm
T特にどの言葉からかな?
C16「かがやく」
C25C16ちゃんに賛成で、夕日が輝いているイメージ
でいいと思いました。
C14僕もC16ちゃんに賛成で夕日が輝いていると、空
も輝く感じになるからいいと恩いましたo
C18夕日がオレンジ色だからされいと思う。
C15C18君に賛成で、海だからオレンジ色で白波で、
光るみたいな。
T反射して、オレンジってこと。
C3僕もC15君に賛成で、その次に「白波の上」って
書いているから、夕日が上に1つあって、また白
波の上に1つ輝く。
T夕日が海に映ってもう一つ海の中に夕E]があるっ
て言ってる。
C2僕は,この次の「ただよえば」で、そこは海に映
った夕日に落ちてその後浮いたり沈んだり・-
Tうきぬしずみぬになっている。
Cユ9私もC2君に似ていて、「ただよい」で浮いたり沈
んだりする。
T今のC19さんの意見分かりましたか? どう思い
ますか? 今の聞いて,賛成か反対か。 どうです
か?
C19白波の上に落ちてただようからいいと思う。
C22私もC19ちゃんに賛成で白波の上に扇が落ちて、
浮いたり沈んだりしている感じ。
表5第2時の授業吉召泉(2)
C8「ひやう」がないと、そんなに勢いがついてなく
て、すぐ落ちる感じがする。
Tこれもさ、「引いて」でいいんじゃないの? これな
くてもいいんじゃないの? ちょっと読んでみよ
う。 「かぶらを取ってつがひ、引いて放つ。」
全員「かぶらを取ってつがひ、引いて放つoJ
T今度はこの通り読んでごらん。
全員「かぶらを取ってつがひ、よっ引いてひやうと放
つ。」
Tどう違う?
C8「よっ引いて」がなかったらそんなに引いてない
けど、 「よっ弓lいて」があったら、いっぱい引いて
v、
C19私もC8君に賛成で、「引いて」だったら普通に楽
に引いてる感じがするけど、「よっ引いて」の「よ」
がついていたら
T「よ」だけじゃないね。 「つ」も。
ci9r>トさいつ」もついていたら、限まで引いてる
塵蔓がする。
T限界まで引いてる・・・どうP.
C5 「よっ引いて」だとすごい気持ちが入っていて、
T気持ちも入っている感じがする。
C5「引いて」だと、あんまり-・。 普通にやるって感
じがする。
C13僕は、「引いてひやうと放つ。」だと、用意をせず
にしてて、「よっ引いて放つ」だったら、用意をし
て放つ・-0
T用意をしてるようにも感じる。
C7C5ちゃんに賛成で、「よっ引いてひやうと放つ」
だと、気持ちがこもって・-0
Tどんな気持ち?
C7早く当たってほしい。
T早く当たってほしい。
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一一の心情に迫っていると言える。 つまり,行動描写の
イメージと与-の心情を関連づけてイメージ化してい
るのである。
以上のように,第1時と第2時を授業の逐語記録か
ら考察して,どちらの授業でも子どもたちはイメージ
豊かに読み深めていったということが明らかとなった。
そして,子どもたちは,比較や関連づけを行いながら,
イメージを深めていったのである。 つまり,授業の分
析から,古典教材において,古語を根拠にしながら,
イメージ豊かに読み深めることができたと言えるので
ある。
2.古典の学習に対する興味・関心の高まり
図1は,単元終了後に行ったアンケートにおける愛
好度の分布である。
この図から分かるように,古典の学習が「楽しかっ
た」という子どもは89%であり,「まあまあ楽しかっ
た」という子どもは11%である。 そ.して,「あまり楽
しくなかった」「楽しくなかった」というのは0%であ
り,全員が楽しいと感じていたことが分かる。
「楽しかった」と「まあまあ楽しかった」の違いに
ついて,その根拠の自由記述から考察する。 「まあまあ
楽しかった」と答えた子どもは,3名である。 そのう
ち2名は,「難しいところや分かりにくいところがあっ
たからです。」や「意味がわからない言葉やどう読めば
いいかあまり分からなくて困っていた」と古語の難解
きをあげている。
これは,アンケートの中の古語に対する難易度から
も明らかである。「むずかしかった」と答えている子ど
もは全体の知%を占めているのであるOつまり,半分
図1学習に対する愛好度
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の子どもたちは,難しいと感じているのである。しか
し,この結果と図1の結果を照らし合わせてみると,
「難しいが楽しかった」という子どもが相当数いるこ
とになる。つまり,難しさと楽しさは相反するもので
ないことが分かる。
一方,「楽しいところもあったから,まあまあ楽しい
にしました。」「違う子の意見をいろいろ聞いて,よく
分かったし,言葉の意味も少し分かってきたからよか
った」とも書いており,みんなで学習しながら少しず
つ理解していくことが楽しかったと考えられる。残りの1名について.は「みんないろいろすごいこと
を発表して」と書いているように,他の子へ気後れが
考えられる。しかし,授業では発言もしており,結果,
「まあまあ楽しかった」を選んだのである。
次に,古典の学習をまたやってみたいかという,関
心・意欲にかかわるアンケートでは,図2のような結
果が出た。
こちらも,ほぼ全員が,また学習したいと書いてい
る。「どちらでもない」と答えているのは1名の3%に
すぎない。この子どもは,「またやりたくないのではな
いけど、意味や読み方をいろいろ知らないのがいっぱ
いあったら、頭の中で言葉がぐちゃぐちゃになって忘
れるかもしれないから、どちらでもないにしました。
でも、もしやるとしたらやってみたいです。」と書いて
いる。やはり,古語の難解さに対する抵抗があると考
えられる。しかし,最後に「もしやるとしたらやって
みたいです。」とまとめており,学習に対する期待度が
全くないわけではない。
以上のように見てくると,学習に対する愛好度にし
ても,次回の学習に対する期待度にしても,どちらも
図2学習に対する期待度
高い結果が出た。これは,古典に対する子どもたちの
関心や古典の学習に対する意欲が高いことを示してい
る。すなわち,古典の学習に対する関心や意欲を高め
ることができたと言えるのである。
∨結論
以上のような結果と考察から,古典教材を3年生で
行う有効性が明らかとなった。
昔の言葉,すなわち,古語に親しみながら,古典教
材を読み進めていった。そして,現代語の物語と同様
に,言葉にこだわりながら,言葉を根拠にしてイメー
ジ豊かに読み進めていったのである。つまり,場面の
様子については細かな情景を関連づけながら,また,
登場人物の心情については因果関係を踏まえたり情景
と関連づけたりしながら,さらには,比較の読み取り
手法を活用しながら,イメージ化がそれぞれ展開され
たのである。
そのような授業に対して,子どもたちの愛好度は高
く,また「またやってみたい」という古典教材の学習
に対する期待度も高かった。これは,愛好度の高さが
期待度を高めたとも言える。また,古典教材を原文の
まま扱っても,子どもたちは難しいと感じながらも,
分からない言葉を推理したり,学級で意見を交流した
りする中で,学習の楽しさを感じていたことも明らか
となったo
VIおわりに
今回の研究においては,結論で述べた通り,その目
的が達成されたと言える。注目されることは,仮説的
に設定した,3年生という学年での学習が可能である
ということである。
しかし,課題もいくつかあるoその中でも,原文か
ら意味を類推することについてと,教材の適切さにつ
いてまとめることとする。
まず,原文から意味を類推することについてである
が,子どもたちの半分が古語の意味理解に苦労してい
たことを考えると,学習を進める上で工夫が必要であ
る。それは,現代語訳を並記したテキストを用意する
ことではない。もし,そうすれば,意味は理解できる
が,子どもたちのイメージ化は古語に対してではなく,
-14-
現代語訳に対して行うことになり,本当の意味で古語
や古典教材に親しむことにはならないのである。それ
よりは,類推させる古語を授業者側である程度選択し,
類推が困難な古語については,授業者が音読練習中に
意味を知らせ,類推させる古語を減らす方が適切であ
ると考える。
次に教材の適切さについてであるが,学習に対する
子どもたちの抵抗を減らす意味から,子どものよく知
っている教材がよいと考えられるかもしれないが,今
回の研究で,必ずしもそうでないことが明らかとなっ
た。今回の子どもたちは,ほとんど,お話の背景はも
ちろん筋も知らなかったのである。
それよりは,お話の筋が劇的で情景描写も優れた作
品や,登場人物の活躍が明確な作品がよいと考える。
そのような作品であれば,子どもたちは登場人物に同
化しながら,劇的な筋の展開に浸ることができ,それ
がイメージ化を促すからである。その意味から,情景
描写ばかりの作品や随筆などは,教材として適さない
のである。
今回の研究は,まだまだ取り組み始めたばかりのも
のである。したがって,仮説的に設定したことがたく
さんあり,それぞれ検証しなければならないものであ
る。これからも,今回の研究の上に積み重ねていく,
更なる研究を行っていきたい。
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